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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
一般的には、入射する放射線量は、各々の患者毎に又は各回の撮像毎に調節しなければな
らない。従来、ＡＥＣ制御センサは、撮像用放射線検出器から独立に配置されている。放
射線を約５％だけ減弱させる複数の薄型ＡＥＣセンサが、撮像用放射線検出器の前面に別
個に配置される。ＡＥＣセンサからの出力に基づいて放射線の入射が停止され、これによ
り撮像に適した放射線量が得られる。ＡＥＣセンサとしては、電離箱を用いることにより
放射線を電荷として直接抽出するセンサ、又は蛍光物質によって放射線を可視光へ変換し
、光ファイバを介してこの可視光を抽出して光電子増倍管に可視光を電荷へ変換させるセ
ンサが用いられている。このアナログ出力は長いケーブルを通ってＸ線制御へ送られ、こ
こで信号は所要の照射線量を表わす基準電圧と比較される。電離箱に対する典型的なイン
タフェイスは、入力として電離箱選択、照射開始信号及び電源装置を、また出力としてア
ナログ積算輝度を含んでいる。
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